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1. 2017年3月期連結業績概要 

 

 



1-1.  2017年3月期連結業績概要 
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2016年3月期  2017年3月期 

前期増減 

額 率 

売上高 19,073 17,858 △1,214 △6.4% 

営業利益  668 247  △421 △63.0% 

営業利益率 3.5% 1.4% - - 

経常利益 671 346  △325 △48.4% 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 587 67 △520 △88.6% 

（単位：百万円） 



1-2.  通期連結業績のポイント 
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◆ 売上高は、自動車向けが拡大したものの、 
  円高（ドル安・ポンド安）の影響と、OA機器向けの減少等 
  により前期比減収 
 

◆ 営業利益は、アジアが収益改善した一方、円高による押下 
  げ*1に加え、新工場*2の立上げによる固定費増加などにより 
    前期比減益 
           *1為替による営業利益への影響度：US$が1円円高=△13百万円/年 
           *2埼玉工場、メキシコ第2工場、アメリカ第2工場、インドネシア工場(PT. Yamakou Indonesia) 
 

◆ 経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益も同様に 
  前期比減益 
 
 

 
   
          



1-3. 通期業績推移 
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（単位：百万円） （単位：百万円） 
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1-4. 所在地別売上高・セグメント利益 
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売上高・セグメント利益 前期からの変動要因 

日本  売上:7,531百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:△572百万円 

アジア  売上:6,613百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:724百万円 

  米州 売上:1,987百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益: △161百万円 

・円高の影響、およびメキシコ第２工場・アメリカ 

   第2工場の立上げにかかる固定費･経費の増加等に 

   より減収減益 

  

 

 

欧州 売上:1,725百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:248百万円 

・円高の影響のほか、医療向けが減少したことなどに 

 より減収減益 

  

 

（売上：百万円） 

日本 

セグメント利益 

△401 

△572 

700 
724 

28 

△161 

248 

350 

16/3  17/3 
      

米州 欧州 アジア 

（ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益：百万円） 

7,539 7,531 

7,138 

6,613 

2,108 1,987 
2,286 

1,725 

16/3  17/3 
      

16/3  17/3 
     

16/3  17/3 
     

・自動車向けは好調に推移したもののOA機器向けが 

  減少したほか、埼玉工場の立上げにかかる固定費･ 

    経費の増加等により減収減益 

 

・円高の影響により減収となった一方、タイの収益が 

 拡大したほか、中国の収益性改善の取組みが奏功した 

 ことで増益  
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（参考）所在地別売上高・セグメント利益 
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売上高・セグメント利益 前期からの変動要因 

日本  売上:7,569百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:△536百万円 

アジア  売上:7,433百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:785百万円 

  米州 売上:2,187百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益: △178百万円 

・精密機器向けが好調に推移し増収となった一方、 

 メキシコ第２工場・アメリカ第2工場の立上げに 

 かかる固定費･経費の増加等により減益 

  

 

 

欧州 売上:2,175百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:313百万円 

・医療向けが減少したことなどにより減収減益 

  

 

（売上：百万円） 
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・OA機器向けが減少したものの自動車向けが好調に 

 推移し増収した一方、埼玉工場の立上げにかかる 

 固定費･経費の増加等により減益 

 

・自動車向けが好調に推移し、また、タイの収益が 

 拡大したほか、中国の収益性改善の取組みが奏功した 

 ことで増収増益  

 

 

17年3月期実績を前期のレートで換算（1US$=120.2円）した場合 



16年3月期 17年3月期 増減 

売上 構成比 売上 構成比 額 増減率 

自動車(輸送機器) 6,984  36.6% 7,278  40.8% 294  4.2% 

ＯＡ機器 4,186 21.9% 3,631 20.3% △555 △13.3% 

医療機器 1,794 9.4% 1,290 7.2% △503 △28.5% 

精密機器 1,183 6.2% 1,144 6.4% △39 △3.3% 

住設機器 910 4.8%  832 4.7%  △78 △8.6% 

PC・周辺機器 634 3.3% 558 3.1% △76 △12.0% 

AV・家電 539 2.8% 537 3.0% △2 △0.4% 

航空機器 634 3.3% 519 2.9% △115 △18.1% 

携帯情報端末 509  2.7% 246  1.4% △263 △51.7% 

その他 1,700 8.9% 1,823 10.2% 123 7.2% 

合計 19,073 100.0%  17,858 100.0%  △1,214 △6.4% 

1-5. 連結市場別売上高 
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（単位：百万円） 

16年3月期レート： １US$＝120.2円 
17年3月期レート： １US$＝109.2円 



16年3月期 17年3月期 増減 

売上 構成比 売上 構成比 額 増減率 

自動車(輸送機器) 6,984  36.6% 7,812  40.4% 827  11.8% 

ＯＡ機器 4,186 21.9% 3,842 19.9% △344 △8.2% 

医療機器 1,794 9.4% 1,506 7.8% △287 △16.0% 

精密機器 1,183 6.2% 1,231 6.4% 48 4.1% 

住設機器 910 4.8%  890 4.6%  △21 △2.3% 

PC・周辺機器 634 3.3% 582 3.0% △52 △8.2% 

AV・家電 539 2.8% 591 3.1% 52 9.7% 

航空機器 634 3.3% 638 3.3% 4 0.6% 

携帯情報端末 509  2.7% 255  1.3% △254 △49.9% 

その他 1,700 8.9% 1,980 10.2% 280 16.4% 

合計 19,073 100.0%  19,327 100.0%  254 1.3% 

（参考）連結市場別売上高 

9 

（単位：百万円） 

17年3月期実績を前期のレートで換算 
（1US$=120.2円）した場合 
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前期に比べ営業利益は△421百万円だが、 

為替と投資の影響を除けば増益 

●売上増による要因：+169百万円 

●限界利益率の悪化による要因：△63百万円 

    新工場のロスコストや、ＯＡ機器向け減少による 

  プロダクトミックスの悪化 

●固定費の増加による要因：△361百万円 

  埼玉工場、メキシコ第２工場など新工場開設に 

  より固定費・経費が増加 

●為替の影響：△166百万円 

  円高（ドル安・ポンド安）1US$=¥120.2→¥109.2 247 

△63 

△361 

△166 
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前期からの変動要因 営業利益差異 

1-6.  営業利益差異分析 
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2. 通期連結業績予想 

 

 



2.  2018年3月期通期業績予想（連結） 
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（単位：百万円） 

注）為替レートの前提は1US$100円としています。 

2017年3月期  

(実績) 

2018年3月期 

（予想） 

通期増減 

額 率 

売上高 17,858 20,000 +2,142 +12.0% 

営業利益 247 400 +154 +62.6% 

営業利益率 1.4%  2.0% - - 

経常利益 346  380 +34 +9.8% 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 
67  240 +173 +258.2% 
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３. 中期経営計画の目標年度見直し  

 



3-1. 中期経営計画の目標年度見直し 
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2,000 

4,000 

（予想） 

数値目標（売上350億円、営業利益40億円）は変えずに目標年度を見直し 

あと2年での達成は困難、現在精査中 
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- OA機器向け売上が計画比半減 
（想定どおりであれば2017/3期は計画線上） 

 

- 新工場の進捗遅れ 
（本格的な収益貢献は2021/3期以降） 

 

- 円高 
（中期経営計画の想定レートは１US$=¥120） 

 

- 一方、先々の見通しは明るい 
（自動車は実績・見通し共にほぼ計画通り。事業方針に変更無し） 

 
 

  
 

3-2①. 目標年度見直しに至った要因 



3-2②. 目標年度見直しに至った要因 
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OA機器向け売上が計画を大きく下回る 
 
 
      
       
 

カートリッジ用金属部品の 
一部不要化による売上減 

 
 

2017/3期計画比 

△23億円 

計画 実績 

小康状態続くも 
従来水準には戻らず 

カートリッジに使用されていた金属部品が顧客製品の構造変更により不要となり、以降大幅減収 

 

プリンター 

カートリッジ 
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現状 △ 品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ認証刷新*による遅れ 

将来 ○ 多少遅れあるも計画線上 

現状 × 主要顧客向け移管遅れ 

将来 ◎ 日系からの引き合い想定以上 

現状 × 携帯向け終了で売上半減 

将来 ◎ 自動車、精密引合い想定以上 

現状 ○ 黒字スタート 

将来 ○ 自動車向け新規引合い増加 

埼玉工場 

操業開始:2016年1月   

 
 

メキシコ第2工場 

操業開始: 2016年8月 

 

 

千葉工場＊ 

当社編入:2015年4月   

＊旧船橋電子㈱ 

 
 

インドネシア工場＊ 

連結化   :2017年1月 

*PT. Yamakou Indonesia   

 

 

収益本格化の見通しを2021/3期以降に延伸 
一方、引合いは多く将来見通しは明るい 
      
       
 

＊取得を目指していたTS16949がIATF16949にバージョンアップしたことで、認定と量産が1年後ろ倒し 

◎：想定を大きく上回る、○：想定通りor上回る、△：下回る、×：大きく下回る 

3-2③. 目標年度見直しに至った要因 
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4.  今後の事業方針 
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進捗は遅れるも方針・戦略に変更なし 

 

- エリア戦略 ： グローバルビジネスを拡大 

 

- 市場戦略 ： 自動車、医療、インフラに注力 

 

- 製品戦略 ： 規格品ビジネスを積極展開 

 

- M&A    ： シナジーの見込める企業が狙い 

 
 
 

  
 

4-1. 事業方針 
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生産拠点 

営業拠点 

既存 予定 検討中 

欧州 

米州 

アジア 

インド工場：18年中操業予定 

チェコ工場：18年中操業予定 

ベトナム第２工場:18年中操業予定 

予定： チェコ工場、ベトナム第２工場、インド工場 

検討： （当面無し） 

  

4-2①. エリア･M&A戦略：進出地域アップデート 



4-2②. エリア･M&A戦略：新工場 
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ベトナム第２工場 

操業開始: 2018年予定 

開設理由: キャパ拡大と、板ばねの導入 

 

 

 

 

 

 

 

インド工場 

操業開始: 2018年予定 

開設理由: 輸入から現地生産への切替えと、 

        現地需要の取り込み 

       

 

 

 

 

No image 
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タイ第2工場 

中国常州工場 
船橋電子編入 

（千葉工場、宮城工場） 

埼玉工場 

PT. Yamakou Indonesia買収 
（インドネシア工場） 
 

Electronic Stamping corporation買収 
（アメリカ第２工場） 

メキシコ第2工場 

チェコ工場 

埼玉工場増設 

投資期 

投資から収益力向上にシフト 

 (単位：㎡) 

ベトナム 

第2工場 インド工場 

   収益力向上期 

中期経営計画発表 

4-2③. エリア･M&A戦略：工場総面積推移 

宮城工場を千葉工場に統合 

新工場 

M&A 
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- 多くのTier1が当社の利便性を認識 
 

- 当社の様なグローバルTier2に集中する傾向 
 

- 深絞り、インサートモールドは想定以上の引合い 
 

 
 

  
 
   

 

 

4-3①. 自動車市場 

インサートカラー 深絞り インサートモールド 

押しばね トーションばね 板ばね 

自動車向け 
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自動車 

メーカー 

自動車 

メーカー 

自動車 

メーカー 

Tier1 Tier1 Tier1 

Tier2 Tier2 Tier2 

自動車 

メーカー 

自動車 

メーカー 

自動車 

メーカー 

Tier2 

メガTier1 主導権 

主導権 主導権 主導権 

Tier2への要求 

 - グローバル供給体制 

 - 財務力、経営の持続性 

 - 開発力、対応力、提案力 

Tier1のメガサプライヤー化によりTier2への要求も増大 

4-3②. 自動車市場：サプライチェーンの変化 

従来 今後 
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R&D 

（日本） 

北米 中南米 欧州 中国 東南ｱｼﾞｱ インド 
 

- ｱﾒﾘｶ工場 

- ｱﾒﾘｶ第2工場 

 

 

 

- ﾒｷｼｺ工場 

- ﾒｷｼｺ第2工場 

 

 

- ｲｷﾞﾘｽ工場 

- ｲｷﾞﾘｽ第2工場 

- (ﾁｪｺ工場) 

 *2018年稼動予定 

 

- 大連工場 

- 上海工場 

- 常州工場 

- 東莞工場 

 

 

- タイ工場 

- タイ第2工場 

- ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ工場 

- ﾍﾞﾄﾅﾑ工場  

- インドネシア工場 

 

 

 

- (ｲﾝﾄﾞ工場) 

*2018年稼動予定 

 

 

R&Dで受注決定 

 

北米拠点 

 

中南米拠点 

 

欧州拠点 

 

中国拠点 

 

東南アジア拠点 

 

インド拠点 

 

R&Dで決めた仕様・品質を世界各地から供給 
自動車部品共通化のトレンドに対応 

トーションばね スロットルボディ 

4-3③. 自動車市場：グローバルTier2の強み 

P49の「国内外拠点」もご参照ください 
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日本   北米 中南米 欧州 中国   東南ｱｼﾞｱ インド 

A社 

B社 

C社 

D社 

A社 A社 A社 A社 

B社 

C社 C社 C社 

B社 B社 

A社 

B社 

D社 

「グループ内ツテ」による横展開 
モジュール化・共通化のトレンドも後押し 

D社 D社 

連鎖的横展開の事例 

4-3④. 自動車市場：新規顧客の横展開 

P58の「自動車向け拡大のイメージ」もご参照ください 
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日本 北米 中南米 欧州 中国 
東南 
アジア 

インド 

         線ばね ● ● ● ● ● ● ● 

         板ばね ● ● ● ● ● ● ● 

         インサート
モールド ● ● ● ● 

         深絞り ● ● 

取引顧客増加に伴い要求される加工技術も増加 
 
 

既存 

新規導入 

4-3⑤. 自動車市場：加工技術 

当社エリア別導入加工技術 

P58の「自動車向け拡大のイメージ」もご参照ください 
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欧米系 

日系 

欧米系 

欧米系 

日系 

欧米系 

日系 

欧米系 

欧米系 

日系 

日系 

欧米系 

日系 

売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
２
０
社
中
の
既
存
・
新
規
・
見
込
み
顧
客 

2015/3 2017/3 2019/3 2021/3 2023/3 

欧米系Tier1を中心に新規取引準備 既存・新規 

見込み 

Tier1 
開始時期注1 

4-3⑥. 自動車市場：売上ランク上位との取引 

注1：複数拠点からのグローバル供給が開始する時期 
P58の「自動車向け拡大のイメージ」もご参照ください 
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家
電･

精
密 

 自
動
車 

発展製品 

家電・精密向け 
インサートモールド 

家電・精密向け 
深絞り 

自動車センサー用 
インサートモールド 

自動車センサー用 
深絞り 

EV･HEV用 
深絞り 

Confidential 

EV･HEV用 
インサートモールド 

参入製品 

インサートモールド 深絞り 

4-3⑦. 自動車市場：深絞り、ｲﾝｻｰﾄﾓｰﾙﾄﾞ 

インサートモールド、深絞りの引合いは想定以上、EV向けも 
       
 

P64,65の参考資料もご参照ください 

Confidential 
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2015/3 

 

2016/3 

 
2017/3 

 

2018/3 

 

成長ドライバーは2019/3期以降に集中 
（売上：百万円） 

2019/3 

 

2020/3 

 

2021/3 

 

2022/3 

 

埼
玉
工
場
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格
取
得 

 

メ
キ
シ
コ
第
２
工
場
寄
与 

 

深
絞
り
品
量
産
本
格
化 

 

欧
州
ナ
ン
バ
ー
１
顧
客
向
け
量
産
開
始 

 

複
数
の
新
規
顧
客
向
け
量
産
開
始 

 
チ
ェ
コ
工
場
寄
与 

 イ
ン
サ
ー
ト
カ
ラ
ー
規
格
品
開
始 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
子
会
社
連
結
開
始 

 

ベ
ト
ナ
ム
第
２
・
イ
ン
ド
工
場
寄
与 

 

イ
ン
サ
ー
ト
モ
ー
ル
ド
電
気
自
動
車
向
け
本
格
化 

 

リスク  
-人材不足や顧客都合によるスケジュールの遅れ  

-現行品の想定以上の下落 

-その他災害、市場環境の変化など 
               

 

4-3⑧. 自動車市場：イベントと売上見通し 

P54～58の参考資料もご参照ください 



-先進国の高齢化、新興国の富裕化で 

 マーケット規模が拡大  
 

-セルフメディケーションが普及 
 

- 医療でもグローバル体制は有利 
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4-4①. 医療市場 

トーションばね 押しばね 薄板長巻ばね 

医療向け 



32 

医療費増大の対策として“セルフメディケーション”が注目されている 

各国の医療費 

 

 

    

4-4②. 医療市場：各国の医療費 

“セルフメディケーション”とは？WHO(世界保健機関)より 

「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」 
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0

100

200

300

2013 2014 2015 2016 2017

喘息吸入薬市場推移（worldwide） 
（億米ドル） 

出典:TMR 

0 

400 

800 

1,200 

2013 2014 2015 2016 2017

（億米ドル） 

出典:Medmarket   

    Diligence 

糖尿病関連市場推移（worldwide） 
*ｲﾝｽﾘﾝ、自動注射器、ﾎﾟﾝﾌﾟ、採血器など 

「J-cast ﾆｭｰｽ」から抜粋 

「糖尿病ﾈｯﾄﾜｰｸ」から抜粋 

当社ばね採用のセルフメディケーションキット 
喘息吸入キットは倍増へ、インスリン注射キットは2021年量産開始 

喘息吸入薬キット 

 

    

当社供給ばね(類似品) 

    

インスリン注射キット 

    

当社供給ばね･深絞り(類似品) 

    

4-4③. 医療市場：主力製品と拡大の背景 
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52,824  

51,588  

48,518  

39,807  

37,929  

37,541  

33,464  

30,390  

25,638  

23,002  

15,640  

11,960  

10,999  

ファイザー 

ロシュ 

ノバルティス 

メルク 

GSK 

サノフィ 

J & J 

ギリアド 

アッヴィ 

アストラゼネカ 

武田薬品 

アステラス製薬 

大塚製薬 

米 

瑞 

瑞 

米 

英 

仏 

米 

米 

米 

英 

2016年製薬会社売上高 
単位：百万米ドル 

開発・生産 

生産 

生産 

技術 

イギリス子会社 
顧客と共同開発 

アメリカ子会社 
イギリスから展開 

チェコ子会社 
イギリスから展開 

本社 
 イギリスに技術支援 

先進医薬のR&D・生産拠点は欧米 

日本の技術を下支えに欧米で展開 

 

 

4-4④. 医療市場：ネットワーク 

日本は新薬の申請から承認まで平均4.7年（2007年データ）と欧米の3倍以上で、 
先進医薬の開発拠点としては不利 
として不利 

･
･
･
 



0  

500  

1,000  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 
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2015/3 

 

2016/3 

 
2017/3 

 

2018/3 

 

（売上：百万円） 

2019/3 

 

2020/3 

 

2021/3 

 

2022/3 

 

ア
メ
リ
カ
工
場
量
産
開
始 

チ
ェ
コ
工
場
量
産
開
始 

 

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
キ
ッ
ト
量
産
開
始 

 

リスク  
-顧客都合によるスケジュールの遅れ  

-設計変更による金属ばねの不要化 

-その他災害、市場環境の変化など 
               

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
喘
息
薬
開
始 

ブレイクスルーはインスリン注射キット開始の2021年ごろ 

4-4⑤. 医療市場：イベントと売上見通し 

留
置
針
用
ば
ね
増
産 

カ
テ
ー
テ
ル
ハ
ブ
量
産
開
始 

円
高
・
ポ
ン
ド
安 
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4-5. 規格品 

作業性 簡易性 認証規格 締結力 視認性 作業性 

タングレス・インサート 

軽量化ニーズにより拡大 ラインナップを拡充し世界へ 

ロックワン タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場 
販
売
戦
略 

-グローバルでの販売網強化 
-エントリーキットの販売 
-CFRP・アルミ化の軽量化需要 

-海外子会社販売開始 
-ラインナップ拡充 
-各業界でのお墨付き 
 
 
 

強
み 

他社製と比べ作業が簡易でスピードが速い。米国航空規格の認証取得 

 

航空機 高速鉄道 ロボット 鉄道 インフラ 住設 

他社製と比べ締結力が強い。効果持続が視認でき、作業性も良い 

詳細はP59～63の参考資料をご参照ください 
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切削等 

高コスト 

深絞り 

低コスト 

 超深絞り(Φ0.3～1.5) 

低コスト 

参入数多 １社独占（某米国企業） 参入数多 

外径 (単位0.1mm) 

プローブ（導通テスター）用深絞り  

QCDで圧倒し、独占メーカーから転注 

 

 

 

 

 

 

細い 太い 

超深絞りが可能な 

メーカーに注文集中 

 

市
場
背
景 製品の高性能化により 

基板ピッチが狭小化 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

年間需要は数億本。切削等は高コストのため可能な限り低コストの深絞りプローブピンが求められる 

P64の参考資料もご参照ください 

 

4-6.  深絞り 

現独占メーカーから 

当社に転注 



1,948 
2,009 1,989 

2,055 
1,976 1,959 

1,779 1,823 1,839 
1,907 1,867 1,917 

-35 -13 -13
-43 -57

-87
-123 -133

-166
-130 -144 -131

-400 

0 

400 

800 

1,200 

-1,000 

0 

1,000 

2,000 

3,000 
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1Q   2Q   3Q   4Q 

2015/3 

 

1Q   2Q   3Q   4Q 

2017/3 

 

1Q   2Q   3Q   4Q 

2018/3 

 

1Q   2Q   3Q   4Q 

2019/3 

 

1Q   2Q   3Q   4Q 

2016/3 

 

深絞り収支マイナス 同、収支プラス 

埼玉工場収支マイナス 同、収支プラス 

船橋電子編入注1 

 

埼玉工場操業開始 

 

4-7.  日本の業績見通し 

（セグメント利益：百万円） （売上：百万円） 

黒字に転じるのは 

2018/3期後半 

 

埼玉工場と深絞りの本格化後、黒字化する見通し 

売上 

セグメント利益 

宮城工場を 

千葉工場に統合 

 

注１ 船橋電子㈱の千葉工場、宮城工場を当社に編入。2017年3月に宮城工場を千葉工場に統合 

注２ 自動車部品品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ規格IATF16949の取得後、それを待っていた製品の量産がスタートする予定 

認証注2取得(予) 

 

プローブ用開始(予) 

 



 

株式会社アドバネクス 
総務部広報IR課 
TEL : 03 - 3822 – 5865 
Email : tsutomu_kumaki@advanex.co.jp 
URL : http//www.advanex.co.jp  
 

（お問い合わせ先） 



（参考資料）四半期業績推移 
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0 

4,000 

8,000 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 

16/3期 17/3期 

営業利益/営業利益率 

4,555 

（単位:百万円） 

4,368 

4,893 
5,031 

4,592 
4,403 

（単位:百万円） 

3.1%

4.3%

2.7%

3.9%

0.2%

1.7%
1.9%

1.7%

0.0%

2.0%

4.0%

0 

200 

400 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業利益額

営業利益率

150 

216 

125 

176 

9 

75 

4,475 

84 

4,610 

16/3期 17/3期 

78 
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1,415 

773 

-2,864 

-1,302 

951 
1,266 

-1,473

-529

2,669 

3,261 

-4,000 

-2,000 

0 

2,000 

4,000 
営業活動によるCF 

減価償却費による資金留保等により 

資金が773百万円増加 

投資活動によるCF 

埼玉工場やメキシコ第２工場の 

設備投資などにより 

1,302百万円減少 

財務活動によるCF 

配当金支出の一方、 

銀行からの借入れ等により資金が 

1,266百万円増加 

営
業 

投
資 

財
務 

現
金
同
等
物
期
末
残
高 

フ
リ
ーC

F
 

16/3期 17/3期 

キャッシュフロー推移 前期からの変動要因 

（単位：百万円） 

（参考資料）キャッシュフロー 

営
業 

フ
リ
ーC

F
 

現
金
同
等
物
期
末
残
高 

投
資 

財
務 



2,191 

1,110 

2,402 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

16/3期 17/3期 18/3期
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808 799
954

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

16/3期 17/3期 18/3期

（単位：百万円） （単位：百万円） 

減価償却 設備投資 

（参考資料）設備投資、減価償却 

-チェコ工場 

-ベトナム第２工場 

-インド工場 

-研究棟建設 

-その他機械設備等 
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〔社名〕 
 株式会社アドバネクス 
 （東証一部） 
 

〔設立〕 
 1946年11月 
 
 

〔事業内容〕精密ばね製品等の製造・販売 
 
 

〔従業員数〕1,914名（連結） 
       358名（単体） ＊2017年3月末時点 
 
 

〔連結対象子会社〕12社（国内1社、海外11社）*2017年1月末時点 
 
 

〔売上〕      178億円 *2017年3月期 

      

（参考資料）会社概要  
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線ばね 
 

板ばね 

フォーミング加工 

（参考資料）製品紹介  
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インサートモールド 

深絞り加工 

（参考資料）製品紹介  
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インサートカラー 
 

タングレス・インサート 

ロックワン 

（参考資料）製品紹介  
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自動車 
41% 

 

OA 
(業務用プリンターなど) 

20% 

 

携帯･精密機器 
8% 

 

医療 7% 

 

その他  
13% 

 

2017年3月期売上178億円の内訳 

 
 

（参考資料）売上構成  
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自動車 OA 医療 精密 他 
デンソー 
ボッシュ 
ケーヒン 

パナソニック 
日立AMS 

他 

キヤノン 
レックスマーク 

HP 
他 

製薬海外大手 
メディキット 
オリンパス 
HOYA 
他 
 

キヤノン 
ソニー 

パナソニック 
富士フイルム 

他 

 

 
取引社数： 約2,000社 
製品種類： 約15,000種 

（参考資料）顧客  

各業界のトップ企業が主要顧客  
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49 

生産拠点 

営業拠点 

欧州 

米州 

アジア 

メキシコ工場 

上海工場 

重慶営業拠点 

チェナイ営業拠点 

デリー営業拠点 

イギリス工場 

ホーチミン営業拠点 

大連工場 

蘇州営業拠点 

常州工場 

香港営業拠点 

ベトナム工場 

シンガポール工場 

タイ第2工場 

タイ工場 

郡山試作センター 

新潟工場 

埼玉工場 

大分工場 

大阪営業拠点 

中部営業拠点 

精密ばねメーカーでは最多の海外拠点数  

本社 
東莞工場 

千葉工場 

インドネシア工場 

メキシコ第2工場 

青森工場 

プネー営業拠点 

天津営業拠点 

ドイツ営業拠点 

アメリカ工場 

（参考資料）国内外拠点  

製造拠点： 海外１5  日本 5 
営業拠点： 海外   9  日本 3 

アメリカ第2工場 

イギリス第2工場 
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海
外
拠
点 

 サイズ 大型ばね 精密ばね 

多
い 

 

少
な
い
・
無
い 

10社～ 

50社～ 500社～ 

アドバネクス 
他1,2社 

ブルーオーシャン 

 グローバル・大型ばねメーカー 

 国内・精密ばねメーカー  国内・大型ばねメーカー 

 グローバル・精密ばねメーカー 

レッドオーシャン 

レッドオーシャン レッドオーシャン 

 ばねメーカー分布 

ばね業界において“グローバルニッチ”のポジション 
 

（参考資料）業界の位置づけ  
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920
806

-210

666
818

483

250
385

26
-519

442

1309
908

298

597
769

668

247

18,353 18,864 

15,040 14,934 
15,813 15,126 

16,316 

18,950 
20,402 

15,979 

12,302 
13,911 13,344 12,960 

15,408 

17,628 
19,073 

17,858 

(10,000)

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

1,000 

2,000 

（営業利益：百万円） （売上：百万円） 
連結売上 

精密ばね売上 

精密ばね営業利益 

過去事業の連結対象期間 

プラスチック事業： 08/3期～15/3期 

ヒンジ事業 ： ~13/3期 

モーター事業 ： ~11/3期 

（参考資料）精密ばね事業の業績推移 
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1946 
設立 

 

はかりばね 

ｼｪｱ90%(国内) 

 

1980s 
 

音楽ﾃｰﾌﾟ用 
ﾃｰﾌﾟﾊﾟｯﾄﾞ 

70%(国内) 

 

音楽ﾃｰﾌﾟ用 
ﾃｰﾌﾟﾊﾟｯﾄﾞ 

70%(国内) 

 

1990s 
 

光ﾃﾞｨｽｸ用 
ｾﾝﾀｰﾊﾌﾞ 

90%(国内) 

 

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ用 
ｼｬｯﾀｰ 

80%(世界) 

 

携帯電話用ﾋﾝｼﾞ 

50%(世界) 

 

2000s 
 

2010s 
 

留置針用ばね 

60%(国内) 

 

（参考資料）シェアNo.1製品 
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新潟工場 

1930年  東京都江戸川区にばね専門工場を創業。 
 

1946年  株式会社に改組、資本金を199千円で 
    「株式会社加藤スプリング製作所」を設立。本社工場を練馬区関町に置く。 
 

1964年 東証二部上場。 
 

1971年 カトウスプリングUSAをロサンゼルスに設立。 
    （初の海外進出） 
 

1976年 新潟県柏崎市に新潟工場を建設し操業を開始。 
 

1978年 カトウスプリング・シンガポールを設立 
    （初の海外生産拠点） 
 

2001年 株式会社アドバネクスに社名を変更。 
 

2004年 東証一部に指定替え。 
 

2014年 船橋電子株式会社を子会社化。 
 

2015年   第一化成ホールディングス 
    （プラスチック事業）の全株式を譲渡。 
             埼玉工場設立。 埼玉工場 

1957年頃の作業風景 

（参考資料）沿革 
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2008年 2020年 

電子部品 
15% 

電子部品が占めるコスト(普通車の場合) 

 

自動車の電子化が進む 

元々エレクトロニクスに強かった当社には追い風 

 

出典:日経ビジネス、経済産業省 

＊ハイブリッド車の場合、電子部品コストは 

   2008年47%、2020年67% 

＊電気自動車(EV)の場合は、 

   2015年70%以上 

電子部品 
36% 

（参考資料）自動車用電子部品需要の増加 

入力 

センサー 

分析 

ECU 

出力 

メカ部品 

バルブ 
ポンプ 

インジェクタ 

プラグ 
モーター 

etc. 

位置ｾﾝｻｰ 
角度ｾﾝｻｰ 
振動ｾﾝｻｰ 
速度ｾﾝｻｰ 
濃度ｾﾝｻｰ 

etc. 

電子制御の流れと当社部品 

センサーとメカ部品に 

当社部品が 

使われる 

 

線ばね 

板ばね 

深絞り 
インサートモールド 

インサートカラー 
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軽量化のため、部品は鉄製からプラスチック製へ 

ボルト締め部分を補強する、「インサートカラー」の需要が増加 

 

  

プラスチック製自動車部品 

 

    

インサートカラー 

    

（参考資料）自動車用インサートカラー 
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（参考資料）自動車用インサートカラー 

①従来品の半値以下 
 高コストの切削加工から低コストの 

 フォーミング加工へ工法転換 

②使用数増(100~200個/1台) 

 バックドア、エンジン周り 

 などもプラスチック化 

④技術的優位性 
 ばね技術を応用、 

 他社はマネできず 

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱなどの筐体 

もﾌﾟﾗｽﾁｯｸに  従来品は切削加工 

③潜在市場(伸びシロ) 

 欧米系向けに規格品を 

 ラインナップ 

  

繋ぎ目隙間  巻きズレ  内径交差  

拡大の背景と製品優位性 

 

従来はカスタム品のみ 

規格品のカタログ販売を計画 
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難
易
度
・
品
質
管
理
レ
ベ
ル 

オプション系 

インテリア・エクステリア系 

パワートレイン系 

安全･制御系(ADAS) 

 

自動運転、EV向け 

2005年 2015年 2025年 

燃費･安全性向上に伴い電子部品が増加、 
参入領域が拡大 

       
 

<安全･制御系の電子部品> 
車両の状態をセンサーにより感知・把握し、 
自動制御することで走行の安定性を確保 

<パワートレイン系の電子部品> 
最高の燃焼効率、且つ、最小のガス排気になるよ
う混合気配合、着火、吸気･排気量などを調節 

（参考資料）自動車向け付加価値・領域の拡大 
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5 

エリア拡大 

顧客 

加工技術 

参入領域 
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2015年～ インドネシア、メキシコ、 
     チェコ、インド、ベトナム 
2010年～ 英国 
2005年～ 米国、中国 
2000年～ 日本、タイ 

エリア、顧客、加工技術、参入領域 
４軸をそれぞれ伸ばし拡大 

(Confidential) 

2015年～ 深絞り、端面研削 
2010年～ インサートモールド 
2005年～ インサートカラー 
2000年～ 線ばね、板ばね、 
     フォーミング 

2015年～ 安全･制御関連、 
     自動運転､HEV･EV 
2010年～ パワートレイン 
2005年～ 計器、インテリア 
2000年～ カーエレ、アンテナ 

（参考資料）自動車向け拡大のイメージ 



59 

タングレス・インサートと挿入工具 
 

アルミ､CFRPなどの軽量材のねじ穴を補強 
(軟質材に直接ねじを挿入するとねじ山が壊れる) 

 

 

 

  

（参考資料）タングレス・インサート 

使用例 
 

カットサンプル 
 

 

 

 

 ボルト締め 

 

 

 

 挿入後 

 

  

 

 挿入前 
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タングレス・インサートは、 

- 作業スピードが速い 

- 熟練を要しない 

 ⇒ 飛行機や鉄道車両など大量に使用する分野で特に有利 

 
 

 

タングレス・インサートと従来品の比較 

 

 

 

  

（参考資料）タングレス・インサート 

参照:  ㈱ｱｷｭﾚｲﾄのHP 

作業性 形状 

参照: ㈱ｱｷｭﾚｲﾄのHP  
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0  

1,000  

2,000  

09 10 11 12 13 14 

ボーイング エアバス その他 

(単位：1機) 

- CFRP、アルミリチウム合金の普及 
- 海外渡航需要増を背景とした 
 航空機生産数の増加 

- アルミなどの軽量材が一般化 
- 世界的に高速鉄道が普及 

0  

1,000  

2,000  

05-07av 07-09av 11-13av 17-19av 

欧州 米州 アジア他 

(単位：億ﾕｰﾛ) 航空機生産台数 

参照:日本航空機関開発協会 参照：UNIFE 

鉄道産業の市場規模 

航空機 鉄道 

航空機・高速鉄道の軽量化と規模拡大が売上増の要因 

400  

600  

800  

1,000  

12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 

タングレス･インサート売上 (単位：百万円) 

（参考資料）タングレス・インサート 

有望市場 
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ロックワン 

鉄道 

“ばね機構“のナット脱落防止具 

 

 

  

（参考資料）ロックワン 

太陽光パネル 

道路橋梁 
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（参考資料）規格品：ロックワン 

他社製品との比較 他社製からの置き換え分野 

鉄道 

住設 

電力 

Eコマース、 
販社 

新規分野 

緩み止効果 コスト 作業性 

ロックワン 
*当社 

7.0/8.0 ○ ○ 

A社製 4.5 × × 

B社製 
 

4.0 ○ × 

C社製 0.0 ○ ○ 

作業工数が 

少ない 

作業工数が 

多い 

作業工数が 

多い 

ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄは 

標準品 

圧倒的な優位性を武器に置き換え・新規分野を狙う 

 

 

 

 

 

  

「緩み止め効果」は某鉄道技術研究機関による調査、 
「コスト」は販売価格を比較、「作業性」は当社による評価 

ソーラーパネル 

道路 
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医療 
自動車 

新規分野 

船橋電子 

アドバネクス 

精密金型 深絞り加工 超深絞り加工の実現 

グローバル体制 

精密 

機器 

編
入
前
の
事
業
領
域 

編
入
後
の
事
業
領
域 1mm

全体

倍率×20

2015年4月、深絞り加工の船橋電子を編入 

当社金型技術と融合し世界最小径加工を実現。海外や自動車･医療分野にも展開 

 当社編入後の事業展開 最新の加工事例 

極細加工（径0.3mm、長さ10mm） 

 

D形状（曲面と平面） 

 

（参考資料）深絞り加工 
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深絞り、フォーミング加工への工法転換により大幅コストダウン 

 

（参考資料）工法転換 

コ

ス

ト

 

 形状 

 深絞り    

フォーミング加工   

複雑 単純 

高
い 

 

低
い 

鋳鍛 
 
 

当社工法 

プレス加工 

切削加工 

低コスト工法に置き換え 


